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熊本 リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施 しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 ,っ2ム _/と

研究課題名
人工膝関節仝置換術後の患者に対し表面筋電計を用いて運動課題

を選択した一症例

当院の研究責任者
リハビリテーション部 理学療法科 職名 :理学療法士 氏名

昌義

所属

園田

他の研究機関及び各施設の

研究責任者

所属 :山形県立保健医療大学大学院 保健医療学研究科 職名 :教授
氏名 :加藤 浩

本研究の目的

人工膝関師全置換術後は疼痛軽減および身体機能改善を目的として多く実施されている。しかし、術後は大腿

四頭筋筋力低下が生じやすく、歩行能力や日常生活動作の回復を阻害することが報告されている。一方で、臨

床においては膝関節伸展位での等尺性収縮運動や下肢挙上運動など画―的な大腿四頭筋訓練が選択されること

が多く、筋活動特性を考慮した運動の選択について検討した報告は少ない。今回、人工膝関節全置換術後に大

腿四頭筋の筋活動低下を呈した症例に対して、表面筋電計を用いて内側広筋、及び外側広筋の活動が高い運動

課題を選択した。その結果、筋活動及び日常生活の機能改善を認めたため報告する。

調査データ概要期間 2026 年 4 月 2026 年  5 月予定

研究の方法

○対象 とな る患者様

対象 :当 院にて人工膝関節全直換術を行われた70歳代の男性

方法 :術後2週間から8週間までの間,2週間事に各運動における筋活動を表面

筋電計にて計測し大腿直筋、内倶」広筋、外側広筋における筋活動の平均値と比

遂券トレ鉢する^

○利用する情報/項目

年齢、性別、身長、体重、術式、在院日数、膝関節の関節可動域 (屈曲・仲

展)、 数値的評価スケール (Numerical rating scale:NRS)、 各運動におけ

る大腿直筋・内側広筋・外側広筋の筋活動の平均値、及び比率

個人情報の取 り扱い
個人情報は匿名化 したうえで解析を行う。個人を直接特定できる情

報は使用せず、外部に漏洩しないよう適切に管理する。

試料/情報の他の研究機関への

提供及び提供方法

データは、匿名化かつパスワー ド付きファイルのプライバシーかつ安全性が保

たれた方法で提供される。

利益相反 本研究に関連 し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本リハビリテーション病院

096-232-3111(代 表) 担当者

理学療法士

園田 昌義

備考
研究に同意しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱い

を受けることはありません。


